



































and Innocent（１９３７）、『バルカン超特急』The Lady Vanishes（１９３８）、『レ
ベッカ』Rebecca（１９４０）、『断崖』Suspicion（１９４１）、『スミス夫妻』Mr.
and Mrs. Smith（１９４１）、『疑惑の影』Shadow of a Doubt（１９４３）、『汚
名』Notorious（１９４６）、『私は告白する』I Confess（１９５２）、『ハリーの災



































































































































































































































































本版 DVDの「FINAL RELEASE VERSION」のものである。なお、かつて
「イギリス版」とされていたヴァージョンは、ビル・クローンによれば、
最初のプレヴューで映写された（そしてその後に改変される前の）もので
あり、公開されたヴァージョンではない（Cf. Bill Krohn 2000 : 124.）。因
















































のためなら何でもする［I’d do anything for you.］」とさえ言い、二回目は
パーティーで卒倒してガイに介抱されている時にである。しかし、ガイは
この手のせりふを決して言わないどころか、ブルーノに “I like you.” と二
度目に言われた時には、逆上してブルーノを殴り倒す（だがその後で、ブ
ルーノの蝶ネクタイを直してやる）。
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